
「第六次長期研修計画」について

学校事務職員の挑戦“自ら学び、ともに実践へ”

福島県公立小中学校事務研究会

研修動画



01
「第六次長期研修計画」

をご準備ください

音声が聞き取りにくい
場合がございます
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「長期研修計画」
- 研修・研究の具体策 -

基本理念・目指す学校事務職員像

社会情勢の変化 求められる役割

長期的展望

会員



03はじめに

昭和５２年 福島県公立小中学校事務研究会 発足

昭和５４年 第一次長期研修計画 開始

昭和５６年

平成 ５年

平成１８年

平成３０年

第二次長期研修計画 開始

第三次長期研修計画 開始

第四次長期研修計画 開始

第五次長期研修計画 開始

令和９年度～

第六次長期研修計画
開始



04はじめに

第六次長期研修計画

≪ 検 討 ≫

会員が挑戦できる
研修・研究の内容

持続可能な研究会運営

▽文部科学省ＨＰ▽

過去の通知・答申
はこちらから

新型コロナウイルス感染症

教育現場のＩＣＴ化

学校事務職員の職務規定

文部科学省通知
中央教育審議会答申

学校数と会員数の減少



05第六次長期研修計画目次
第六次長期研修計画基本構想
第六次長期研修計画
研修
研究
スケジュール

新グランドデザイン ｰ ふくしまジムコネクト ｰ
福島県公立小中学校事務職員の標準的職務
福島県公立小中学校事務職員の資質向上に係る育成指標
福島県公立小中学校事務職員 研修プログラム（例）

長
期
研
修
計
画

基
礎
的
資
料



06目次
積極的な活用をお願いします

研修を企画する方
の参考として

支部の研修計画策
 定の参考として

学校事務職員に求
 められる研修体系
 の指標として

活用例



07テーマ

学校事務職員の挑戦
“自ら学び、ともに実践へ”

写真：令和７年度夏期研修会の様子
（県事務研会報より）



08期間別テーマ

「想いをかたちに」
するための教育支援

Ⅲ期：創造
（つかさどる）
令和15～18年度

Ⅱ期：連携
（つなげる）

令和12～14年度

Ⅰ期：協働
（つなぐ）

令和９～11年度



09第六次長期研修計画の柱



10研修

研修区分

研修分野

標準的職務

育成指標

研修目的の明確化

経験年数や職務段
階に応じた研修の
 実施

研修の企画

会員一人一人の主体的な
学びの尊重に向けて



11研修 期間別研修計画の設定

幅広い分野の学び
を提供します



12期間別研修計画

Ⅰ期：協働
（つなぐ）

令和９～11年度

研修

「専門性を発揮して教育
を推進する」ための研修

子どもたち・教職員のためのリソース
 マネージャーとしての役割
専門的知識と組織力を生かした、子ど
 もの学びにつながる支援



13研修

「共に学び支え合う社会の
実現に向け、学校と地域社会
をつなげる」ための研修

Ⅱ期：連携
（つなげる）
令和12～14年度

期間別研修計画

学校事務の共同・連携実施のあるべき仕
 組みの模索と効果的な運用
地域連携、関係機関との連携をコーディ
 ネートしていく



14研修

「子どもたちの学びを支え、
教職員と共に働く喜びを共感
し、味わっていく」ための研修

Ⅲ期：創造
（つかさどる）
令和15～18年度

期間別研修計画

Ⅰ、Ⅱ期の学びを生かしたカリキュラム
マネジメントと校務運営参画
新たな時代に対応できる学校事務職員を
 育てる研修体系の整備



15

学校事務研修会：県事務研の研究報告や、全国的な情報
を得て、見識を広げながら深める

研修

全体研修 研修Ⅰ・Ⅱ

福島県教育庁義務教育課および
外部講師による研修

内部講師による
研修



16研修

領域別セミナー

期間別研修計画

研修区分 研修分野
キャリアステージ

期間別研修計画

研修区分 研修分野

会員の学びたい意欲

ステップアップセミナー

ふくしまジムセミナー：能動的且つ主体的な学びと
キャリアステージに応じた学び



17研究

ＡＩに代替え可能な職業

（出典：内閣府作成資料「ＡＩで変わる労働市場（第１節）より」）

発展的な実践への挑戦

県内各支部の実態



18研究 研究課題の設定

テーマ・期間別テーマ

具体的な研究課題

本会が進める研究

支部研究の骨子が完成

支部の課題



19研究

Ⅰ期：協働
（つなぐ）

令和９～11年度

本会で推進する研究課題

上位職・キャリアパス
に関する研究

学校事務の共同・連携実施に関する情報
 を収集・分析し、今後の展開を検討
上位職を含めた自身のキャリアパスを具
 体的に描けるような手立ての検討



20研究

地域社会や関係機関と
の連携に関する研究

Ⅱ期：連携
（つなげる）
令和12～14年度

本会で推進する研究課題

関係機関や地域協働、コミュニティ・ス
クールに関する先行事例の収集・分析か
ら学校事務職員の実践につながる、有効
な手立ての検討



21研究

Ⅲ期：創造
（つかさどる）
令和15～18年度

魅力ある学校事務の
創造に関する研究

本会で推進する研究課題

Ⅰ、Ⅱ期の研究と各支部発表から見えて
 きた成果と課題の分析
魅力ある学校事務の実践につながる情報
 の発信



22「先行研究」の利活用

過去の研究を土台に
新たな研究の一歩を

研究

東北事務研
全 事 研



23

全事研「実践事例データベース」

▽ 全事研ＨＰ ▽

日常的に実践に触れ
実践のきっかけを作る

共有



24

キャリアステージごとの交流の場として

ふくしまジムセミナーを通して
支え合う仲間の輪を広げる

共有

写真：令和７年度夏期研修会の様子
（県事務研会報より）



25実践支援

全事研「実践事例募集」

全国からのコメントが次なる実践の一歩に

令和５年度

６件

令和６年度

２件

令和７年度

３件

（近年の福島県応募数）



26実践支援

「大会運営サポートスタッフ」の設置

支部を超えた交流が
新たな経験と仲間をつくる

サクラ・ユーフォリアのロゴマーク



27

学校事務職員の体系的な
研修制度を目指して

任命権者への提案

研修の充実に向けた
会員の意見

課題

福島県公立小中学校事務職員の標準的職務

同 の資質向上に係る育成指標

同 研修プログラム（例）



28まとめ 第六次長期研修計画の展開

自ら学び、ともに実践へ



ご視聴ありがとうございました

プランニング委員会
（令和８年７月作成）
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